
石川工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 英語コミュニケーションＩＩ
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 電子機械工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 教科書：　笹島 茂 他『CLIL 英語で培う文化間意識』（三修社）　参考書： 多読多聴図書(図書館蔵)
担当教員 川畠 嘉美
到達目標
1.  コミュニケーション活動に必要となる基本的な語彙や文法事項などを理解し, 実際に活用できる。（語彙・文法力）
2.  文化間知識に関する英文を読み, 情報や書き手の意向などを理解し, 概要や要点をとらえることができる。（読解力）
3.  文化間知識に関する英語を聞き, 情報や話し手の意向などを理解し, 概要や要点をとらえることができる。（聴解力）
4.  多様な文化について学びを深め, それぞれのテーマが持つ課題について考えることができる。
5.  グラフや図などから情報を読み取り, 関心を広げることができる。
6.  学んだテーマに対する自分の意見を英語を用いて伝えることができる。
7.  TOEIC Listening & Reading IPで400点以上のスコアを獲得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1
コミュニケーション活動に必要と
なる基本的な語彙や文法事項など
をよく理解し,実際に適切に活用で
きる。

コミュニケーション活動に必要と
なる基本的な語彙や文法事項など
を概ね理解し, 実際に活用できる。

コミュニケーション活動に必要と
なる基本的な語彙や文法事項など
を理解し, 活用することが困難であ
る。

到達目標2
文化間知識に関する英文を読み, 情
報や書き手の意向などをよく理解
し, 概要や要点を的確にとらえるこ
とができる。

文化間知識に関する英文を読み, 情
報や書き手の意向などを概ね理解
し, 概要や要点をとらえることがで
きる。

文化間知識に関する英文を読み, 情
報や書き手の意向などを理解し, 概
要や要点をとらえることが困難で
ある。

到達目標3
文化間知識に関する英語を聴き, 情
報や話し手の意向などをよく理解
し, 概要や要点を的確にとらえるこ
とができる。

文化間知識に関する英語を聴き, 情
報や話し手の意向などを概ね理解
し, 概要や要点をとらえることがで
きる。

文化間知識に関する英語を聴き, 情
報や話し手の意向などを理解し, 概
要や要点をとらえることが困難で
ある。

到達目標4
多様な文化について学びを深め, そ
れぞれのテーマが持つ課題につい
て考え, 解決策を見出すことができ
る。

多様な文化について学びを深め, そ
れぞれのテーマが持つ課題につい
て考えることができる。

多様な文化について学びを深め, そ
れぞれのテーマが持つ課題につい
て考えることに消極的である。

到達目標5
グラフや図などから情報を的確に
読み取り, 関心を広げることができ
る。

グラフや図などから情報を読み取
り, 関心を広げることができる。

グラフや図などから情報を読み取
ることが困難である。

到達目標6
学んだテーマに対する自分の意見
を英語を用いて的確に伝えること
ができる。

学んだテーマに対する自分の意見
を英語を用いて伝えることができ
る。

学んだテーマに対する自分の意見
を英語を用いて伝えることが困難
である。

到達目標7
TOEIC Listening & Reading IPで
400点以上に設定した目標スコア
を獲得する。

TOEIC Listening & Reading IPで
400点以上のスコアを獲得する。

TOEIC Listening & Reading IPで
スコアが400点未満である。

学科の到達目標項目との関係
創造工学プログラム C2
教育方法等

概要
英語の総合的語学力を持ち，国際社会を多面的に考え，社会や環境に配慮できる技術者育成を目標とする。文化間意識
を高め, それに伴う国際問題を理解するとともに, 英語の特徴や関連表現, 英文法の要点を修得することで基礎力を伸ば
し，コミュニケーション能力の向上を図る。授業の一環として実力試験（TOEIC Listening & Reading IP）を実施する
。

授業の進め方・方法
【事前事後学習など】　
・各テーマに関連する語彙テストを行う。
・講義内容に応じた課題を与える。
【関連科目】　英語コミュニケーションＩ，総合英語演習

注意点

【その他の履修上の注意事項や学習上の助言】
・日常的に文化の多様性や 国際問題への理解を深めるよう意識を働かせること。
【評価方法・評価基準】　成績の評価基準として60点以上を合格とする。
期末試験を実施する。
期末試験（50%）, 課題・小テスト（50%）

テスト
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス, Unit1 Develop Your Intercultural
Awareness

文化間意識について英語で理解し, 考え, 意見を述べる
。

2週 Unit2 Understand Intercultural Diversity in
Peoples and Places

人と場所の文化多様性について英語で理解し, 考え, 意
見を述べる。

3週 Unit3 Be a Good Consumer 消費活動について英語で理解し, 考え, 意見を述べる。

4週 Unit4 Learn about Food, Culture and Society 食物・文化・社会について英語で理解し, 考え, 意見を
述べる。

5週 Unit5 Have Better Lifestyles in Different Cultures 生活スタイルについて英語で理解し, 考え, 意見を述べ
る。

6週 Unit6 Be an Intercultural Traveler 旅行について英語で理解し, 考え, 意見を述べる。
7週 Unit7 Cultivate Global Citizenship 地球市民について英語で理解し, 考え, 意見を述べる。

8週 発表活動 これまでに学んだ問題や関連表現を整理し, トピック
を選んで自分の意見をまとめて発表する。



2ndQ

9週 Unit9 Appreciate the Arts 芸術について英語で理解し, 考え, 意見を述べる。

10週 Unit10 See the Potential of Artificial Intelligence
(AI)

AIの発展可能性について英語で理解し, 考え, 意見を述
べる。

11週 Unit11 Change Your Attitude toward Gender Roles 男女の役割について英語で理解し, 考え, 意見を述べる
。

12週 Unit13 Pray for No More wars and Just Peace 地球市民とは何かについて英語で理解し, 考える。
13週 Unit14 Address Immigration Issues 移民問題について英語で理解し, 考える。

14週 発表活動 これまでに学んだ問題や関連表現を整理し, トピック
を選んで自分の意見をまとめて発表する。

15週 前期復習
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題・小テスト 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 50 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


